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洪 自諄 (1501～ 1616)『葉根薄』(その3… 19)

11 日師に暮れて、請も藉お燿筐綺賄たり。議尊に読れんとして、請も更に経霜昇馨 |
| た り。故に末路晩年には、君子は更に宜 しく精神百倍すべ し。     前集 197 1

(意訳)太 陽が既に沈んで しまってからも、山水の夕映えはますます美 しく輝 く。また、

歳の暮れになると、だいだいやみかんなどの柑橘類は一段 と芳 しい香 りを放つている。
だか らこそ賢明なる諸君は、人生の晩年に当たつてこそ、精神を更に百倍にも奮い立

たせて、よりよく生きられるように努めるべきである。

(余説) 「老いは自然の贈 り物」は米国の絵本作家ターシャ。テューダーの言葉だそ う
です。 ここでは、夕 日の輝きと蜜柑の香 りの例えを使つて、人生の晩年のすば らしさと

そのための奮起を呼びかけています。日が沈んでい くか らこそ景色は艶やかに光 り輝き、

蜜柑が香 りを放つためには厳 しい寒 さとい う試練 も必要です。

人生に本当の味わいが見えるには、年を重ねることが必要です。体にはいろいろと不
具合も出て くるかも知れませんが、だか らこそ精神 を奮い立たせ、人生の最後の輝 きと

香 りを楽 しみたいものです。良くも悪 くも人生の総決算の時です。
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るに及んでは血気既に衰 う。之を戒むること得に在 り。」

(血気 。つま り心身の盛衰に従つてそれぞれ女食、闘争、物欲に気をつけよ。)
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(意訳)鷹が木にとまつている姿は、

で病気にかかつているようである。

みつこうとする手段なのである。

だか ら、賢明なる諸君は、自分の賢明さをやたらと振 り回 さないようにすることが大

切である。それができてこそ、はじめて大事を双肩に担 う力量が備わることになる。

(余説)同 じような話が、荘子 (達生篇)の木鶏の故事です。木鶏 とは、本彫 りの鶏のよ

うに全 く動 じない最強の闘鶏で、道に達 した人物に例えています。闘鶏を育てる名人が、
鶏を預けた王の下間に答えます。「空威張 りして闘争心がある状態」か ら「他の闘鶏の

声や姿を見ただけでいき り立ってしま う状態」や 「目を怒 らせて己の強 さを誇示 してい

る状態」を経て 「他の闘鶏が鳴いても全 く相手にせず、まるで木鶏のように泰然 として
いる状態」です。かつて横綱双葉山が、連勝が 69で止まつた 日の夜 「未だ木鶏た りえ

ず」と師 と仰 ぐ安岡正篤に打電 した故事があ ります。最近では横綱 白鵬が、これを踏ま
え連勝が 63で止まった時 「いまだ木鶏た りえず、だな」 と語つたそ うです。

日本人には、知つたかぶ りなど「才走る」ことを嫌 う傾向がありますが、大切にした
い美点であるように思います。宮本武蔵の自画像からもそれが感 じられます。

まるで眠つているようであり、虎が歩く姿は、まる

だがそれは、まさしく獲物におどりかかり、人にか
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3 倹は美徳な り。過 ぐれば則ち樫吝 と為 り、部薔 と為 りて雅道を傷る。 譲 は繁行  |
な り。過 ぐれば則 ちだ

き
果 と為 り、曲 整 と為 りて、多 く機心に出ず。   前集199  1
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その度
(余説)イ ン ド独立の父マハ トマ・ガンジーは、禁欲生活が知 られていますが、これは、
幹部たちによる注意深い配慮 と高額の費用で維持 されたと聞きます。また、元経団連会
長の上光敏夫氏は 「メザシの上光 さん」の質素な生活が報道 されてイメージが定着 しま
したが、これ も放送局のや らせの部分 もあるようです。
いずれにしても言志四録は教え「天下の事過 ぐれば則ち害あ り」「過不及有る処是れ

悪な り。過不及無き処是れ善な り」 とのとお り、各々の社会的な位置や影響などを考慮
しなが ら、分に応 じた質素倹約や謙譲を忘れないことだろうと思います。

(参考) 「機心」について (そ の意味す るところは、上 とはやや異な りますが)。

荘子 「機械ある者は必ず機事あ り。機事ある者は必ず機心あ り。機心胸中に存せば、

則ち綽 白備 らず。純 白備 らずんば、則ち神生定まらず。」 (天地第 12)

(機械は便利で、さまざまなことを現出してくれるが、それに取 り憑かれると

万事機械的 となつて人間的な心を失つて、 とんでもない結果を招いて しま う。)

4 籍務に唐ゃ者はききぁの再に難れんとして未だ溢れざるが如し。切に背に一滴をカロ
うることを忌む。危急に居る者は、本の将に折れんとして未だ折れ ぎるが如 し。切いちじやく

に再に一 揚を加 うることを忌む。 前集 203

(意訳) 物事が究極に達 している状態にある人は、水が器からまさにあふれようとして
あふれずにいるようなものである。それ以上に一滴を加えることをひたすらに嫌 う。

追いつめられて危機的な状態にある人は、本が今にも折れようとして折れずにいるよ
うなものである。あと一押しの力が加わることをひたすら嫌 う。
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菜根諄 も、水 と木の例えを使つてこの道理を説いています。器になみなみ とつがれた

水は、あと一滴でも加えるとこばれます。今にも折れそ うなほど力が加わった木の枝は、
あと一押 しで折れます。その一押 し一滴をカロえないように気をつけよとの教えです。

普通の状態な らば一押 しや一滴 くらいでは平気ですが、究極の状態ではそれが致命傷
にな ります。適時・適量・適正を善 とする 2千年を超えて生き残つた哲学です。
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り、鮮諄空しきを以て言し。故
ろ欠に処るも完に処 らぎるな り。」

桑子 (壁
言

章句下)「源泉は混混 として昼夜を舎かず。科に盈ちて而る後に進み、四海
に放 る。本ある者は是 くの如 し。」 (根本が充実 しておれば、一つ一つ段階を経て進ん

でいき、やがては完成するものだ。学問をするにも結果を急いで焦つてはな らない。)
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